








外付けシステム Alma/Primo VE と外部のシステム（学内認証システム、財務システム、学籍/
人事システム等）を連携させるために早慶それぞれに用意したサブシステム
（プログラム）のこと。独自開発。
CZ 「Community Zone」の略。Alma の全利用機関が共通で参照できる環境。電子
資料のメタデータや Knowledge Base、ディスカバリーで利用できる各種 Index
（記事索引等）が共有されている。
EDI 「Electronic Data Interchange」の略。発注/請求など書店/図書館館のやり
とりを電子的に行うための仕組み。
Ex Libris Ex Libris 社のこと。
*一般に「ex libris」とは 「蔵書票」の意味。
FRBR Functional Requirements for Bibliographic Records（ファーバー）。
今回の報告内では、特に Primo VE の機能である書誌データのグルーピング機
能のことを指す。
IZ 「Institutional Zone」の略。Alma において各利用機関に提供されるそれぞ
れ独自の環境。早慶コンソーシアムの場合、早稲田、慶應それぞれに１つず
つ用意されている。
NZ 「Network Zone」の略。Alma においてコンソーシアムで共有する環境。早慶
コンソーシアムで１つ用意されている。
Primo VE Ex Libris が提供するディスカバリー・インタフェース・システム。従来の




Sandbox テスト環境。早慶コンソーシアムでは「Premium Sand Box（PSB）※」を採用










































































奉仕対象（総数） 57,948 N 41,831 N





年間受入冊数 58,598 60,619 内
年間受入冊数（洋のみ） 13,318 15,434 内
所蔵雑誌種類数 53,670 64,725
所蔵雑誌種類数（外国語のみ） 19,144 28,782
電子ジャーナルタイトル数 115,196 102,046
電子ジャーナルタイトル数(洋のみ) 112,368 --
電子ブックタイトル数 566,333 376,053
電子ブックタイトル数(洋のみ) 564,778 368,632
入館者数 1,966,340 2,053,053
資料費（予算） 1,234,961,000 1,810,158,000
早稲田 慶應義塾
＜出典＞N＝日本の図書館2018
無印＝早稲田大学図書館年報2018
＜出典＞N＝日本の図書館2018
無印＝MediaNet No.26(2019）
内＝内部資料
